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その１、その２のデータシートである。 

 
Fig.4 教学本からの解釈と実行-林編- 

ぐわ石を使って積み石を座らせる
のではなく、積み石だけで座らせ
る場所を見つけることで、必要最
低限の量のぐわ石で積造すること
ができる。よって、自然と石垣に
通風の隙間が生まれる。

角地の石積みなどでは角（エッ
ジ）のある石にこだわりすぎて
しまうと、石を探すことに注力
してしまう。近くに寄ってみる
と角（エッジ）がない石でも引
いて見ると石垣全体にはエッジ
が生まれるため、あまり石に強
いこだわりを持たずに積むこと
が重要である。

下段に小さな石を使って積んでし
まうと上段に行くにつれて小さい
石が荷重に耐えられなくなり、崩
れてしまう可能性がある。また、
上部に大きい石を積むのは大変で
もある。なので、大きい石は先に
下部（土台付近）で使う。

石積みをしていると徐々に内側
に傾斜させる意識が薄れていく。
結果として、外に傾斜してしま
い、次の石積みの難易度が上がっ
てしまうので、意識を再確認す
る必要がある。

ぐわ石が隙間なく詰まっ
ているように解釈した。

角はこだわりを持たなくて
はならないと解釈した

地には角（エッジ）のある
石を使って積むと認識した

地には角（エッジ）のある
石を使って積むと認識した

石積み中常に
内側に傾斜さ
せるのは難し
いと解釈し
た。

石垣に使う石の大きさは上
段下段で使い分ける必要は
ないと解釈した。
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石垣に使う石の大きさは
上段下段で使い分ける必
要はないと解釈した。
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Fig.5 教学本からの解釈と実行-前後編- 

石積みが難しくても、最初からはさむ
ことを目的として積むと安定しない

最初は土台で安定させ用途小さく
細々した石を置こうとしがちだが、
積んでいくごとに大きな石は扱い
づらく、安定しなため、大きな石
はなるべく下段に積もう。

アウトラインが共有出来ていな
という議論があったが、石積み
が始まる前に、全体で輪郭や積
み方を共有する時間が必要と考
えた。

ぐわ石が隙間なく詰まって
いるように解釈した。自分で定めた、もしくは水糸に

よって定めた高さままで外側の面
を揃えるように積み石を置いた
ら、内側を安定させるようにぐゎ
石を敷き詰め全体の高さを揃え
る。

大きい石は下段で使うと解釈

石積みのスケジュール内容は
これだと解釈
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3.3-2 の「水平を意識して積むとい
う記載から
解釈した積み方。
外側の積み石を面を揃えながら積
み終わったら整地しながら高さを
揃え、また上から積み始める。

外側の積み石を面を揃えな
がら積む

ぐわ石を内側に入れると
解釈した
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Fig.6 教学本からの解釈と実行-西山編- 

・辺で積む
石垣の外側、内側の辺を先に何段か積んでからぐゎ石
を中に詰めていく。
大体 2～3段ほど石を積んだらそれを均す様にぐゎ石を
詰める。

・橋渡しすること
辺で積んでいるとぐゎ石の荷重やその上に積まれた石
によって崩れてしまうことが何度もあった。そこで内
側と外側をまたぐ（橋渡しする）石がその下のぐゎ石、
積み石を支えてくれる。

・手前に出す
積もうとしている石の前に積まれた石よりも少し手前
に出す意識を持たないとだんだんすぼまった形の石垣
になってしまう。

・大きな石を下に
大きな石は根石や下部に使うと石垣が安定する。後大
きな石を上部に使うのはシンプルに大変である。

・積み石で積むこと
積み石を何個かの根石を組み合わせて座らせると安定した
様に見えても崩れやすい。積み石だけで座る（安定する）
ことを意識する。

色分けにより辺が強調されたイラ
ストから辺で積むことを解釈した。

断面図の積み石が辺を構成して
いる様に見えることから、辺を
構成することを解釈した。

積み石（内側と外側）とぐわ石が分離し
ない様に橋渡しすることを解釈した。

石垣の中にも積み石が入り込んでいるこ
とから橋渡しすることを解釈した。

少し手前に出す意識という記述から、
一個前の石より手前に出すと解釈した。

「安定させる時が難しい時」であり
常にではないと解釈した。

イラストから大きな石が下に
多く比較的小さい石は上に積
まれていることを解釈した。
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Fig.7 教学本からの解釈と実行-深井編- 
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根石の幅を維持することを意識して、
積み石で地面と鉛直にそろった面を
つくる。

根石の幅が狭すぎたり、ウネウネ
波打っていたりする場合は、積み
石を積む前に、根石を理想の幅に
整える。根石よりも積み石が外側
に出てしまうと、荷重が外に逃げ
てしまい不安定になるため、積み
石で修正しようとせず、根石を整
えることが大事である。

珊瑚石は長い時間をかけて変形する
ことがあるため、大きな空洞がある
と崩れる恐れがある。そのため、両
側の積み石を積んだら、内側の隙間
はぐわ石で埋めて、次の積み石を支
える土台をつくる。

ひとつの積み石で安定しない場合
は、積み石を面のそろった理想の状
態にしてから、内側の隙間に合った
ぐわ石をはさむことで、積み石を安
定させる。

ぐわ石が積み重なると不安定になる
ため、時々大きな石で荷重をかけた
り、積み石と噛み合わせることで、
石垣が一体となって強度が高まる。

根切りをするときにだけ、
根石を動かせると理解した。

面をそろえることで、地面
に鉛直に積まれた美しい石
垣ができると理解した。

大きな石の荷重で安定させる
技術があると理解した。

積み石の荷重が内側にかか
るように、上面を内側に傾
斜させると理解した。

石垣の内側の隙間を満遍な
くぐわ石で埋めていること
から、ぐわ石を隙間に詰め
ると理解した。

— 918 —


